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βクリプトキサンチンは糖・脂質代謝異常を改善する 
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【目的】食生活や生活環境の変化に伴い、日本を含む先進諸国を中心として、糖尿病や脂質異常症な

どの生活習慣病患者が増加している。これらの病気の根幹にある糖・脂質代謝異常を改善することは

重要な課題である。ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体（PPAR）γは脂肪細胞に多く発現しており、

脂肪細胞分化のマスターレギュレーターとして機能している。チアゾリジン系薬剤による PPARγの活

性化はインスリン抵抗性を改善することは知られている。一方、肥満状態など PPARγが過剰に活性化

されている状態では、PPARγ アンタゴニストにより PPARγ の活性を抑制することで、インスリン抵

抗性が改善されたという報告がある。したがって、PPARγの活性を制御することがインスリン抵抗性

を改善する上で重要であると考えられる。食品中には多くの PPARγのリガンドとなる成分が含まれて

いることが報告されているが、PPARγアンタゴニストとなる成分の報告はない。一方、温州みかんに

多い β クリプトキサンチン（βCRP）の血中濃度がインスリン抵抗性リスクと有意に逆相関すること

が最近の疫学研究から報告されている。しかしこの分子メカニズムは明らかでない。そこで、βCRP
の生理機能に着目し、その有用性について検討を行った。 
【方法と結果】(1)リガンドアッセイ：βCRP は PPARγのリガンドアッセイにおいて合成アゴニストに

よる PPARγ の活性化を抑制し、3T3-L1 細胞への添加実験において脂肪細胞への分化を有意に抑制し

た。したがって βCRP は PPARγ のアンタゴニスト作用を持つことが示された。(2)肥満モデルマウス

への摂食実験：肥満モデルマウスである KKAy へ高脂肪食とともに βCRP を摂食させたところ、脂肪

細胞の肥大化ならびに脂肪細胞分化マーカーの遺伝子発現が有意に抑制された。また βCRP 摂食群に

おいて血中レプチン濃度が有意に上昇し、肝臓や骨格筋における脂肪酸酸化関連遺伝子の発現が有意

に上昇し、脂肪蓄積が有意に抑制された。(3)レプチン欠損マウスへの摂食実験：レプチン欠損マウス

である ob/ob マウスへの摂食実験において、脂肪細胞分化抑制作用は KKAy マウスと同様に見られた

ものの、肝臓・骨格筋における脂肪蓄積抑制作用は見られなかった。 
【まとめ】βCRP は PPARγの活性を抑制する、初の食品成分由来 PPARγアンタゴニストとして同定さ

れた。マウスへの摂食実験より、βCRP の摂食により脂肪細胞分化を抑制し、糖代謝異常を改善する

ことが示された。また βCRP は血中レプチン濃度を上昇させること、肝臓・骨格筋における脂肪酸酸

化を亢進させ、脂質代謝異常を改善することが示唆された。以上のことより、βCRP は日常的に摂食

することによって、糖・脂質代謝異常の改善につながる有用な食品由来成分であると期待される。 
 
 
PPARγ, adipocyte, metabolic syndrome 
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